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―子どもの関心を軸とした活動を通して―
　新谷　祐貴　鈴木　隆司
千葉大学・教育学部附属小学校　　千葉大学教育学部
Development for the Unit on “soil” in Living Environment Studies
―Through activities centered on children's interests―
ARAYA Yuki, SUZUKI Takashi
Attached Elementary School Faculty of Education Chiba University,  
Faculty of Education Chiba University
　これまで生活科において，土は子どもの主体的な活動へと繋がる豊かな教材として扱われてきた。その一方で，土
は手段や方法として扱われるに留まっており，学ぶ対象とはされてこなかった。  
　そこで，本小論では子どもの関心に依拠した活動から「土」を教材とした単元開発を行い，活動の中で子どもが得
た学びがどのように関連していくのかを検証していった。実践の結果，①これまでの体験を基に，「土」を軸として，
子どもの関心から活動を選択したことにより，次の活動へと繋がる新たな問いを子どもが主体的に持つことができた。
②土を細かくする活動によって，土に関する様々な活動を共通したものの見方で捉えることができるようになった。
以上の点において活動間で子どもの学びの関連があることが明らかとなった。
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１．問題の所在
　本研究では，小学校生活科における代表的な教材の一
つである「土」に焦点を当てた授業開発を試みた。これ
までの生活科の学習で，「土」は子どもにとって感覚を
刺激し，それを用いた加工が容易であり，思い思いのも
のに形を変えることができる教材として扱われてきた。
例えば砂場での泥だんご作りや栽培活動等で，触り心地，
色，匂いといった感覚を刺激する取り組みとして位置づ
けられてきた。このように「土」は子どもの身近にあり，
日常的に触れることができる教材として扱われてきた。
　その一方で，平成29年告示の学習指導要領に伴う生活
科の検定教科書の中で，「土」に関して記述されている
頁は全体の５％程度のものがほとんどだった。（図１）
記述されている内容を分類すると栽培，遊び，飼育，季
節，環境の５つの活動場面であり，これらの活動では「植
物を育てるために」「友達と交流するために」等が活動
のねらいとされていた。「土」は様々な目標を達成する
ための手段や方法として組み込まれていることがわかる。
（表１）そしてこれらの活動が教科書全体に占める割合
は以下の図２の通りである。このように「土」そのもの
を学ぶ取り組みが生活科でされてこなかった要因の一つ
として，我々教員が「土」から得られる子どもの学びに
ついて十分に理解していなかったことが考えられる。
「土」はその土地の環境によって種類や色が様々ある。
例えば，日本には「黒ぼく土」と呼ばれる腐食を多く含
んだ肥沃な黒い土が北海道から九州までほぼ全国に分布
している１)｡ にも関わらず，子どもたちが「土」を描く
とその多くが茶色で塗られている。生活科の栽培活動で
扱うことの多い袋詰めされた有機質の多い「土」の色は
黒色をしているが，栽培の観察カード等で「土」を描く
際は目の前の黒い土の色ではなく，茶色で色を塗り，「土
の色は茶色である」と疑うことすらしていない子どもの
姿がみられた。こうした「土」のイメージは検定教科書
の挿絵においても共通しており，栽培に用いられる植木
鉢の挿絵の土の色は茶色２)，もしくはそれよりも薄い茶
色で塗られている場合が多い。こうした認識の誤りは色
に限ったものではない。植物の栽培の活動では，砂場の
砂にアサガオの種を蒔いて育てようとしたり，「袋に入っ
ている土を使わないと花や野菜は育てられない」と信じ
ていたりする。このように子どもが「土」について知っ
ていると思いこんでいることと，現実の「土」との間に
は大きな開きがあるといえるだろう。
　これまでの生活科の学習の中では，「土」そのものを
教育内容として見てこなかったことによって「土」に対
する子どもの学びを価値づけることが十分ではなかった
といえるだろう。
　そこで本論では，「土」を学ぶ対象とした単元を開発
する。開発した単元で実践を行い，そこでの子ども体験
と知識の繋がりを基に，低学年の子どもが得る学びを明
らかにしていく。
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図１　各社教科書全体のページ数に対して、土に関する記述のあるページ数の比較
A社
巻 頁 見出し 内容 分類
上 25 たねをまこう 種の蒔き方の説明 栽培
45 きせつをたのしも
うなつとなかよし
砂場遊びの写真「砂場遊
びが好き」
栽培
47 わくわくぼっくす 泥団子をもっている子ど
もの写真
遊び
49 なつのこうていに
でてみよう
砂に水で絵を描いた写
真、子どもの感想
遊び
50 なつとあそぼう 砂場遊びをする挿絵 遊び
54 みつけたなつをつ
たえよう
泥団子を作った絵を見て
話す挿絵
遊び
71 いきもののそだて
かた
飼育する容器の説明 飼育
下 15 野さいをそだてよ
う
土を触る写真「あたたか
いね」土づくりの挿絵
栽培
19 たねやなえをうえ
よう
苗の植え方の挿絵 栽培
21 せわをしよう 元気のない野菜に「肥料
は足りているかな」
栽培
49 大切にそだてよう カエルの住処を作る子
どもの感想
飼育
56 生きもののそだて方 飼育する容器の説明 飼育
117 まとめようつたえ
よう
さつまいもを収穫した
思いで
栽培
123 大切につかおう 落ち葉や草花を肥料に
するやり方
環境
125 野さいのそだて方 世話の方法について 栽培
B社
巻 頁 見出し 内容 分類
上 13 あそぼうまなぼう 粘土遊びの写真 遊び
38 たねをまこう 種の蒔き方の説明と挿絵 栽培
60 なつをもっとたの
しもう
砂場遊びの写真 遊び
63 はるなつのあそび
ずかん
泥団子の作り方の説明 遊び
113 ふゆのあそびずか
ん
暖かいものと冷たいもの
の例
季節
下 26 そだてるじゅんび
をしよう
土づくりの方法の挿絵と
写真
栽培
38 
-39
野さいのさいばい
図かん
土づくりの説明、各種野
菜の植え方
栽培
48 生きものをさがそう 飼育する入れ物作りの写真 飼育
50 生きもののせわを
考えよう
飼育する際に必要な物の
表、吹き出し
飼育
110 3年生になるのが楽
しみだね
粘土遊びをする子どもの
挿絵
遊び
130 かんきょうのこと
を考えよう
野菜くずを肥料にする説
明と挿絵
環境
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表１　各社教科書の土に関する指導内容
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C社
巻 頁 見出し 内容 分類
上 19 どのたねをまこうかな 黒土と腐葉土の挿絵 栽培
20
－21
たねをまこうだいじ
にそだてるね
土を触る子どもの挿絵、
種の蒔き方
栽培
52
－53
みずやつちであそぼ
う
砂場遊び水遊びの写真 遊び
67 ものしりノート 落ち葉を肥料にする説明 環境
下 40
－41
ものしりノート野菜
の育て方
各種野菜の育て方 栽培
44
－45
野さいづくりのじゅ
んびをしよう
土づくりの説明、写真 栽培
45 なえをうえよう 苗の植え方の説明挿絵 栽培
62
－63
ものしりノート 飼育する容器の挿絵 栽培
118 そだてる 土の作り方
D社
巻 頁 見出し 内容 分類
上 33 たねをまこう 種を鉢に巻く挿絵 栽培
44 もっとそだてたいね 球根を植える挿絵 遊び
55 なつをかんじよう 砂場遊び、泥団子つくり 遊び
56 なにをかんじたかな 砂場遊びをした感想、土
遊びをしている写真
栽培
下 ４ ぽかぽかおひさま出
かけたいえ
耕運機で畑を耕す写真 遊び
９ 野さいをそだてよう 畑の土をさわっている写真 栽培
10 なえをうえよう 畑を耕す写真、土をもっ
ている写真
栽培
20
－21
野さいのそだて方図
かん
土づくりの説明 栽培
56
－57
生きもののそだて方
図巻
バッタ、蟻の住処の説明 飼育
E社
巻 頁 見出し 内容 分類
上 20
－21
はやくめをだしてね 土の作り方 栽培
40
－41
おもしろいあそびが
いっぱい
砂に水で絵を描く挿絵、
泥団子作り
遊び
48 むしのおうちをつく
ったよ
飼育する容器の挿絵 飼育
71 じょうずにできたよ どんぐりを土に蒔いて芽
が出る写真
遊び
下 36
－37
大切にするよ 飼育する容器の挿絵 飼育
114
115
セミの一生・カブト
ムシの一生
セミ・カブトムシの生態 飼育
F社
巻 頁 見出し 内容 分類
上 32
－33
さあ、たねをまこう 種の蒔き方の写真と挿絵 栽培
52
－53
みずやすなでっぽう
でもあそぼう
砂場遊びの写真 遊び
54 なつだいすき 砂場遊び、泥団子作りの
挿絵
遊び
73 めざせいきものはかせ 飼育する容器の挿絵 飼育
下 22 さあ、そだてるぞ 土の作り方の説明 栽培
25 元気にそだて、大き
くそだて
肥料のやり方について 栽培
40 かってみたいなでき
るかな
飼育する容器の挿絵 飼育
G社
巻 頁 見出し 内容 分類
上 29 たねをまこう アサガオの種を蒔く写真 栽培
47 みずであそぼう 遊びの例として砂遊びの
挿絵
遊び
63 いきものずかん 飼育する容器に必要な物
の説明
飼育
下 12 野さいのせわをしよ
う
よく育つ理由として肥料
に着目する挿絵
栽培
16 やさいずかん 土の作り方、苗の植え方
の説明
栽培
40 生きもの図かん 飼育する容器の説明 飼育
68 サツマイモをしゅう
かくしよう
「土の中でこんなに大き
く育っていたんだね」
栽培
２．体験と知識の繋がり
　広岡亮蔵は子どもの知識の問題に関して，知識と実践
の結びつきについて述べる中で「すべて知識は実践の脈
絡のなかで位置をもたねばならない･･･つまり，実践知
と化すことが大切である」３)と指摘している。広岡の述
べる知識とは，科学の視点をもつことによって「眺める
はたらき」をもつものである，そうした知識を実践の脈
絡の中で学ぶことが必要だと述べている。では，様々な
活動をしてきた子どもが前述したような誤った認識をも
つ背景には，「土」に関する様々な知識が子どもの中で
実践の脈絡の中に位置付かなかったところに問題がある
のではないだろうか。この点に関して，柴田義松は「子
どもの思考の特徴は，ものを有機的に結び付けてみるの
ではなく，バラバラにみているところにある.」４) とし
て子どもの持っている知識は体系化されていないと述べ
ている。柴田の述べるように，子どもは思考を関連させ
ることは困難であるという点については，低学年の子ど
もの発達段階からも明らかである。これまでの生活科の
生活科における「土」を教材とした単元開発
－335－
学習では，子どもが意欲的に取り組む活動を想定して，
単元が構成されてきたため，活動内容の選択は，興味を
引くように教員が仕向けたり，子どもの思いを教員が積
極的に整理することで焦点化したりすることが多かった。
こうした活動では，活動内容の決定権は常に教員にある
ため，子どもの主体性は決められた活動内において限定
的に発揮されるに留まってきた。（図２）それぞれの活
動で子どもは興味をもって意欲的に活動していくが，活
動ごとに思考は分断され，子どもの問題意識や実態によっ
て与えられた活動に取り組むため，そこで得られた様々
な学びは繋がりづらいものとなっているといえるだろう。
図２　教員から作られる活動
　この問題について柴田は，一定の体系を子どもの概念
の中につくることによって，個々の事実をばらばらに見
るのではなく，一定のつながりのなかでもの見ることが
できるようになると指摘している５)。柴田の述べる「一
定の体系」は，経験の蓄積によって子どもの中に形成さ
れていくものであり，子どものものの見方や考え方の基
礎となるものだといえる。また益地勝志は生活科におけ
る課題と問題について「子どもは自分の問題解決にあたっ
ていろいろな情報を集め，それを関係づけたり，説明し
たりしながらすすめるとき，学習が連続してくるのであ
る。」６) と述べている。益地はこの中で，問題意識形成
の過程を経て，初めて子どもにとって本当の課題を生み
出すことができると指摘している。子どもにとって，自
分自身の問題意識から生じた課題であるからこそ，取り
組む必然や，学びにつながりが生じる。こうした取り組
みはこれまでの生活科の学習の中でも行われてきたが，
活動ごとに問題意識が新たに形成されるため，学びが途
切れてしまう場合が多く見られた。単元全体を通して追
求可能な目的を設定することによって，子どもたちが見
出した繋がりで活動と活動を関係づけることができるの
ではないかと考えた。
　以上のことから，子どもの関心に基づいて，子ども自
身が活動内容を選択していく単元の構成を行うことに
よって，学びを関連させていくとともに，主体的な活動
をつくりだすことができるのではないかと考えた。（図３）
図３　子どもの関心に基づく活動
３．土を扱う学習の成果と課題
　前述した通り，これまでの生活科の検定教科書の中で，
「土」に触れる学習は，①栽培活動における土づくり②
水遊び，砂遊びを行う活動③昆虫等を飼育する場作り④
コンポスト等の堆肥作りについて⑤季節の学習の中で土
の温度について，の５つに分類することができた。（表１）
こうした活動の中で「土」がどのように扱われてきたの
かを見ることで，これまでの生活科の単元における「土」
に関する学びについて検証する。
　まず①栽培活動については，最も多く扱われており，
「土」をもっている写真が掲載されている教科書が複数
あり，「土」に触れることを想定していることが読み取
れる。また多くの教科書に肥料と混ぜることによって
「土」づくりを行うことが述べられており，栽培活動に
おける「土」の役割を示しているといえるだろう。
　こうした教科書の記載に対して，現状では多くの学校
で，一人分の袋詰めされた「土」を植木鉢とセットで購
入している。そのため子どもが「土」に触れる事無く植
木鉢に「土」を入れることが可能になっている現状があ
る。栽培活動のための手段としての土づくりであること
から，栽培活動における「土」との触れ合いはそれぞれ
の実践者の裁量に任されているといえるだろう。
　次に②の砂遊びについては，「土」を使った遊びが活
動の中心に位置づけられる場合がある。泥団子作りやト
ンネル掘りなどの活動の中で「みずをかけるとかたまり
やすいよ」７) 等の記述があることから，「土」との関り
の中で問題解決的な学びを想定していることが読み取れ
る。こうした記述から，「土は何かを作るための手段と
して位置付けられたり，水を使った遊びに付随して扱わ
れたりしてきたことがわかる。
　③の飼育活動については，虫などを飼育する容器の中
にそれらがいた場所の環境を再現するため，「土」や草
などに触れる場合がある。このような場合，虫を飼いた
いという目的によって子どもたちがその住みよい環境を
作ろうと「土」を利用することが考えられる。
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　④については，一部の教科書の挿絵や巻末の資料とし
て，堆肥作りの方法についての説明が記載されていた。
　⑤については「土」の温度に着目することができるよ
うな挿絵があった。季節の変化を感じる一つの手段とし
て記載されていた。
　以上のことから，これまでの生活科の単元において
「土」は何かを学ぶ手段や方法として扱われることが多く，
学ぶ内容として十分に扱われてこなかったといえる。そ
の一方，子どもたちにとって「土」に触れる活動とは，
非常に魅力的な活動であると考える。そこに，子どもが
感じている「土」から得る学びがあるのではないかと考
えた。
４．研究の目的
　本研究では「土」をテーマとした単元開発を行う。こ
れまで異なる活動とされてきた学習や教材を子どもの関
心に寄り添い，つなげていくことで，子どもの「土」に
対する見方・考え方がどのように変化していくのかを子
どもの学びの姿から解き明かすことを目的とする。
５．研究の方法と内容
５－１．研究の方法
　本研究では「土」を学ぶ対象として子どもの関心に依
拠した単元開発を行う。単元の途中経過で，子どもの関
心の変容が見られた場合には，計画を修正し，より子ど
もの実態に合った活動へと変えていく。変化の要因や計
画変更の意図から，「土」を軸とした活動が関連付くこ
とで生じる学びを子どもの発言，活動の様子から読み解
いていく。
５－２．「土」を教材とした単元の開発
　「土」を使った遊びは，子どもが熱中して活動に取り
組むため，子どもの主体的な活動を生み出す教材として
その良さは認識されてきたといえるだろう。これまでの
生活科の活動の中でも「土」の異なる性質を利用した取
り組みは数多く行われてきたが，何かを行うための手段
として用いられてきたため，関連のない活動になってい
た。これまで取り組まれてきた「土」に関わる活動を子
どもの関心に基づいて一つの単元として組み立てていく
ことによって「土」に関する学びが子どもの中に形成さ
れるのではないかと考えた。
　また「土」は構成する成分によって異なる性質をもつ
ため，この性質の違いに目を向けることのできる単元構
成を行うことで，より深い学びが得られると考えた。例
えば粘土は焼くと固まるという知識を得ることで，「土」
には種類があるという見方へと繋がるだろう。こうした
知識を，子どもの関心に沿った形で授業を進めていくこ
とで知識を得る活動が主体的なものになると考えた。
　そこで本単元では，子どもたちがこれまで土を使って
どんな経験を積んでいるのかを聞き取り，その中で出て
きた活動を元に単元を構成した。
図４　本単元の構成
　実践を行った学級の児童に「土」というと何を思いつ
くかを尋ねると，「泥団子を作ったことがある」「お花（野
菜）を育てた」の二つが出てきた。特に「泥団子」につ
いては全員がこれまで１度は作ったことがあると答えた
ため，「泥団子」をつくる活動を主軸に据えた単元であ
れば，全員が共通した経験をもとに活動を始めることが
できると考えた。これまでの経験にもとづいて活動を始
めることができるため，活動への安心感につながる。こ
うした安心感は経験の少ない低学年の子どもにとって活
動する際に重要な要素の一つであると考える。また異な
る活動を繋ぎ合わせて一つの単元としていく本単元にお
いて，幼稚園・保育所での経験も大きなまとまりとして
捉えることによって，子どもがその後の活動においても，
自身の経験に一層の自信を持つことができるのではない
かと考えた。
　次に泥団子作り以外の活動で得られる「土」の学びに
ついて検討した。まず子どもたちが経験してきた栽培活
動では「土」は大人から与えられたものを使っているこ
とがわかった。そこで「土」に焦点を当てた活動にする
ため，よく育つ「土」を子どもが探す活動を行うことと
した。栽培活動に適した団粒構造の「土」と泥団子作り
に適した粘土質の「土」の構造の違いを発見することが
できると考えた。
　土器作りでは，泥団子作りと同様に粘土を使った活動
になる。同じ素材を焼成することで一層固くなるという
知識を，活動を通して得ることによって，同じ「土」の
見方が一層豊かになるだろう。
　土絵の具の活動では，「土」で色が付くことを体験し
ていくことで，「土」には色があることを知り，「土」に
よって色が異なることにも目を向けていけるだろう。中
には見た目の色と絵の具にした時の色が異なるという学
びを得る子どももいるのではないかと考えた。
　これらの活動を子どもの関心を主軸に据えて再構成す
ることで，異なる４つの活動を一つの単元に位置付けよ
うとした。（図４）
　これまでの単元構成が子どもの願いを大切にしつつも，
それぞれの活動を通して学びをつくり出していこうとす
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る教員のねらいが主軸に据えられたものであるのに対し
て，本単元では子どもの関心を主軸に据えている。本単
元における子どもの一貫した願いは「すごい泥団子をつ
くりたい」である。この願いを子どもと教員とでより具
体的にしていくと「割れずに転がる泥団子が作れる土は
何か」という問いが生まれた。この問いを単元の主軸に
据えると他の活動は子どもの学びをつなげていくものと
して位置付けていくことができるだろうと考えた。
５－３．子どもの関心からつくる活動の実際
①　泥団子を転がす教具を用いた泥団子作り
　子どもたちは泥団子作りを行う際に，「すごい泥団子
を作りたい」という願いをもつことが想定された。これ
までの実践の中では，何をもって「すごい泥団子」とす
るのかは，個々の子どもに委ねられてきたため，評価の
基準は大きさや，綺麗さ，丸さ等，様々であった。こう
した活動は子どもにとって自分の興味のある活動になる
が，作ったものを評価する視点が曖昧になるという課題
があった。そこで子どもたちが自身の泥団子を明確に評
価でき，その結果，「土」の性質に目を向けることに繋がっ
ていくしくみについて検討した。本単元では，泥団子の
性能を子どもが明確に判別できる基準として，強度に着
目した。坂道を転がし，割れずにどこまで進むのかとい
う評価の視点は子どもたちにとってわかりやすいもので
あると同時に，魅力的なものであると考えた。また，よ
り遠くまで割れずに転がる泥団子を追求していくと，よ
り粘土質が多く含まれた「土」を探すことが想定された
ため，「土」の性質に着目するのではないかと考えた。
子どもたちが作った泥団子を転がし，自分の作ったもの
の評価をできるようにするために，泥団子を転がすコー
スを教具として製作した。
写真１　泥団子を転がすコース
②　土絵の具
　泥団子作りをしている子どもたちが「土」の粒子の大
きさに着目できるようになった一方，「土」の色につい
ては関心が向いていない様子が見られた。そこで「土」
に水とでんぷん糊を混ぜて絵の具を作り，絵を描く活動
に取り組んだ。絵を描くことによって，「土」に色があ
ることや異なる場所の「土」だと色が異なることを発見
できるようにした。
写真２　土絵の具で絵を描く様子
③　ビデオメッセージ
　泥団子作りと並行して他の活動を行う際に，子どもた
ちが関心をもって取り組める活動とするため，「博士」
からビデオメッセージで依頼が届くという導入を行った。
本単元では「博士」役の大学院生に意図を説明してビデ
オメッセージの作成に協力を依頼した。ビデオメッセー
ジは依頼と自慢の２タイプ用意し，依頼は「はつか大根
が良く育つ土を探してくれ。」という「博士」からの頼
み事，自慢は「すごい泥団子が作れたから見てくれ」と
いう「博士」がつくったものを見せるといった内容とし
た。泥団子作りでは，自慢のビデオメッセージを使用し
て，子どもの関心から学びを深めていくために使用した。
また「博士」の話の中にいい「土」を見つけることが大
事だというヒントを入れておくことで，子どもたちが土
を探しに行きたくなるようにした。
　依頼のビデオメッセージは頼まれごとによって関心を
もつことを期待し，栽培活動や土器作りの導入で使用し
た。依頼では，「博士」が頼んだ後，子どもたちからの
返事を聞く仕草をし，返事に対してありがとうと返すこ
とで，低学年の子どもの実態に合わせた構成にした。
これらのビデオメッセージを小単元の導入，及び途中で
見せることにより，子どもの関心から学びを深めていく
手立てとした。
依頼１
やあ、初めまして　私は土の研究をしている平見博士だ。
附属小学校の１年２組のみんなは、土の調査をしてい
ると聞いた。そんな君たちに、調べてほしいことがあ
るんだ。聞いてくれるかな。
（間）ありがとう
今、ある野菜を育てようとしているのだが、どんな土
だとよく育つのかがわからない。この謎を君たちに解
き明かしてほしい。よろしく頼んだ。
「博士」からの依頼１（栽培活動導入）
自慢１
やあ、久しぶり、はつか大根づくりはその後順調かな。
君たちが泥団子作りをしていると聞いて、土博士の私
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も作りたくなったんだ。  
そしてこの間大学のある場所でいい土を見つけたんだ。
その土で泥団子を作るとすごい泥団子ができたんだ。
それがこれだ。（泥団子を見せる）
坂道を転がしても全然割れないんだ。やっぱり泥団子
は土が大事だな。それじゃ君たちもいい土を見つけてね。
「博士」からの自慢１（泥団子づくり）
依頼２
（担任：平見博士の作った泥団子を壊しちゃったんです。）
あっはっは　大丈夫大丈夫！
君たちが土の研究に役立ててくれたのならよかった
どうやらだいぶ土の研究が進んできたみたいだね
ではまた君たちの手でといてほしい問題があるんだ。
聞いてくれるかな？
（間）よし　
この間君たちがはつか大根を育てていた植木鉢につい
てなんだが、2種類あったのに気付いたかな？
そのうちの白い方の正体は分かっているんだが、もう
一つの植木鉢が何でできているのかが分からないんだ。
この謎を解き明かしてくれるかな？頼んだぞ！
「博士」からの依頼２（焼き物づくり導入）
④　土マップ作り
　活動の中で子どもたちが様々な場所に行き，土を探す
ことが予想されたので，見つけた土や場所を記録するた
めに土マップを作成することとした。「土」のサンプル
を袋に詰め，地図に貼っていくことで，どの場所にどん
な「土」があったかを一つの地図を見ることでわかるよ
うにした。また子どもたちがこれまでに見つけた「土」
と似ているものか，それとも異なるものかということを
比較したり，次に「土」を探しに行く目的地を決めたり
することができると考えた。
⑤　細かくする活動
　子どもたちが「土」を探す活動の中で使えるようにふ
るいを用意した。見つけた「土」から余分なものを取り
除くことはもちろん，「土」を細かくすることで，「土」
の粒子に焦点を当てさせたいと考えた。
写真３　植木鉢を粉砕する様子
　また「博士」がビデオメッセージの中で持っている泥
団子についても粉砕することで，粒子の集合体であるこ
とやその色に着目させたいと考えた。それと同様に素焼
きの植木鉢を粉砕していく活動も同様に細かくしていく
活動として組み込んだ。素焼きの植木鉢は粘土を焼くと
固くなる性質を用いて作られている。子どもたちにとっ
て固い植木鉢と「土」とは結びつかない。そこで植木鉢
を割ったり，削ったりすることで生じる細かな粒子に着
目することで「土」との相違点に目を向けることができ
るのではないかと考えた。本単元の中で，「博士」から
の依頼１，２を受け取った子どもたちが，「博士の泥団子」
や植木鉢の正体を突き止めるための活動として位置づ
けた。
⑥　土器作り
　子どもたちにとって「土」を焼いて固くする活動は，
自分たちの想像を超えるものである。土器作りを体験し
たことがある子は，粘土は焼成すると固くなるという知
識を持っているが，その粘土とは体験できる場所に行っ
て用意された特別なものを使って行ったものである。今
回の活動の中で自分たちが泥団子を作るために使ってい
たものが，焼くと固くなるとは思っていないところに学
びがあるのではないかと考えた。粘土で土器を作り，焼
くことで色や固さ，触り心地といった性質の変化に着目
できるのではないかと考えた。
写真４　土器を焼く様子
６．考察
　本単元では前述の通り６つの活動を行った。それぞれ
の活動によって子どもの学びがどのように形成されていっ
たのかを考察していく。
①　泥団子を転がす教具の製作について
　活動の中で，泥団子を坂道で転がして遊ぶ子どもたち
が出てきたため，泥団子を転がす教具を子どもと製作し
た。教具の使い方は子どもたちが相談して決定し，「１．
上から転がす。２．コースの端まで行けばクリア。」の
２つを設定した。校庭の様々な場所で泥団子を作ってい
るうちは転がしてもすぐに割れてしまったり，形が崩れ
てコースを外れたりしていたが，活動を続けていくと２
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ｍ先まで割れずに転がる泥団子を作ることができるよう
になっていた。割れずに転がる距離が伸びるにつれて，
「ここの土がいい」という情報が子どもたちの間で共有
され，校庭の中で「魔法の土」を見つけ，多くの子ども
たちがそこから「土」を集めるようになった。
　こうした姿が見られた要因として，割れないで転がる
という目標を明確にしたことで，子ども自身が作った泥
団子の評価をできるようになったからだと考える。割れ
ないで転がるという目標によって，子どもたちが，より
粘土質が多く含まれた「土」を求めるようになったこと
から，コースを作ったことが，「土」の性質に着目しな
がら「土」探しを行う上で有効だといえるだろう。「よ
くわからないけど，いい「土」だ」という子どもの言葉
から，性質に着目し始めた一方で，その「土」がなぜい
いのかという点についてはよくわかっていなかった。そ
の理由の一つとして土を集めた場所が近く，性質や色に
大きな違いが見られなかった点が挙げられる。もう一つ
の理由として「土」の性質に関わる色と粒子が割れずに
転がるということとつながりづらかったと考える。
　また割れずに転がる泥団子をつくるということは，そ
の過程で何度も崩れることになるため，泥団子を何度も
作り直す活動になる。子どもにとってやり直しがきくと
いうことは何度も改良することができ，自分自身の活動
の成果が見えやすく，主体的な活動になっていた。
　授業終了後，子どもたちから休み時間もコースを使い
たいという申し出があったため，そのまま遊び続けるこ
とになり，その日から休み時間は泥団子を作って遊ぶよ
うになった。他のクラスの子どもたちも加わり，「泥団
子オリンピック」と称した大会を開くようになった。こ
うして，時間と共に泥団子の完成度が増していく様子が
見られた。
　コースを用いたことで，遠くまで割れずに転がる泥団
子を作りたいという子どもの要求にあった課題設定とと
もに，自分自身で泥団子の性能の評価ができるようになっ
たといえる。そしてこの課題が子どもにとって解決した
い課題となっているからこそ，休み時間に遊び続ける姿
へと繋がっていったと考える。こうした姿こそ子どもた
ちの関心から学びを深めていく姿であるといえるだろう。
②　土絵の具
　「土」の絵の具作りを通して子どもたちが初めに注目
したのは，「土」とでんぷん糊を水と混ぜていく際の感
触だった。絵の具を作るために「土」を細かくしていく
中で，「土」にかたまりがあることを意識してこねてい
く様子が見られた。子どもたちは「絵の具にしやすい」
「絵の具にしにくい」という言葉で粒子の大きさによって，
でんぷん糊との混ざりやすさが変わることを表現してい
た。
　また作った絵の具が「土」を採取した場所によって色
が異なることや元の「土」の色から絵の具にすると色が
変わるものがあることを発見した。「土」の色と絵の具
にした時の色が異なるという体験によって，「他の「土」
だとどんな色が作れるのか」という新たな問いが生まれた。
　この活動以後，探検をして「土」を見つけた際には，
色を区別し，「土」に触る前に「この土は（泥団子が）
うまくいかないんじゃないかな。」と判別するようになっ
た。こうした子どもの変化は「土」の色によって種類が
異なることを絵の具作りの体験を通して学んだからだと
考えられる。泥団子作りで学んだことと土絵の具の体験
を通して学んだことが関連づいたことによって子どもの
ものの見方が変化したといえるだろう。子どもの関心が
「土」を軸としてこれまで見えなかった「色」の学びと
して形成されたことで，異なる活動を子どもがつなげて
いくことができたと考える。
③　ビデオメッセージ
　１回目のビデオメッセージは泥団子作りに適した「土」
を子どもたちが気付き始めたところで視聴した。「博士」
から野菜がよく育つ「土」を探してくれという依頼を受
けると，すぐに学校の中ではつか大根の栽培に適した
「土」を探し始めた。アサガオなどを育てた経験から畑
の「土」を使えばいいのではないかと考えた子どもたち
のグループと，いい泥団子が作れた場所の「土」を使う
子どもたちのグループに分かれた。栽培というこれまで
と目的の異なる活動に，これまでの経験から団粒構造の
「土」を選択した子どもが２グループだったことに対して，
多数が泥団子作りで使用している粘土質の「土」を選択
した。この子どもの選択から，この段階の子どもにとっ
ていい「土」とは目的が異なっても，共通していいもの
だと捉える傾向があることがわかる。その後，粘土質の
「土」を用いたグループの種の発芽が芳しくないことや
成長の速度が遅いことから，野菜がよく育つ「土」は異
なるということを学んでいた。今回の活動では，はつか
大根を育てることが目的ではなく，はつか大根がよく育
つ「土」を見つけることが目的であったため，栽培がう
まく進まなくても子どもたちは落胆することはなかった。
このような学びが可能だったのは，依頼という形で目的
を伝えて，活動に取り組んだことによる成果だといえる
だろう。この活動を行ったことで泥団子作りと栽培活動
では使う「土」が異なると明確に答えることができるよ
うになった。「土」探しを始めた段階では，「いい土」を
探していた子どもたちが，活動を経て「野菜を育てるの
にいい土」があるということを学んでいた。見た目や手
触り等で感覚的に捉えていた「土」の色や粒子の大きさ
によって，「野菜を育てるのにいい土」という目に見え
なかったことがわかるようになった。「土」探しの活動
によって，「土」の見た目や手触りが，野菜が育つ「土」
を見つける上で必要だということを子どもの中で関係付
けることができた。
　２回目のビデオメッセージでは，「博士」が自ら作っ
た泥団子を自慢してくるという内容のものにした。動画
内で「博士」が見せる泥団子は粘土質の多い「土」を使っ
たものを提示した。動画を視聴した子どもたちからは，
「（博士の泥団子は）黄金の土を使っている」と色に着目
するつぶやきが出た。これまでの栽培活動，泥団子作り，
絵の具づくりから色が「土」の性質に大きく関わること
を学んできたため，色に着目していたと考える。動画を
視聴した後，「博士の泥団子」の実物を見せたところ，
多くの子が泥団子を触った瞬間にこれまで自分たちが
作ってきたものと圧倒的に違うことを感覚で理解してい
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た。その際につぶやきとして現れたのが，「固い」，「つ
るつるしている」という強度と目の細かさについてだっ
た。また「黄金色の土を探せばいいんだ」という発言か
ら色と性質を繋げて考えることができていることわかる。
こうした発言はメッセージ内の「大学でいい土を見つけ
たんだ」「泥団子作りは土が大事だな」という「博士」
の言葉から，これまでの活動で自分たちが漠然と感じて
いた色による「土」の性質の違いが確信へと変わったた
めだと考える。
　泥団子作りや栽培活動，絵の具作りを通して得た体験
が徐々に結びついていたことは，それまでの様子からも
見とることができた。色や粒子の大きさと性質の関係は
子どもたちがそれまでに見つけてきたものであったが，
確信を持てずにいたため，「博士の泥団子」は子どもた
ちにとって一つの目標となったのではないだろうか。こ
れまでの泥団子づくりの経験をもとに，「博士の泥団子」
へと焦点を絞る上で，子どもたちの中で「自分たちの泥
団子」の延長線上に「博士の泥団子」があると捉えられ
ることが必要となる。今回の活動では，「博士の泥団子」
のような色と細かい粒子の「土」がどこにあるのかとい
う新たな問いをもつことができたため，次の活動が決まっ
た。それまでの活動を関連付けて考えることができたか
らこそこうした問いをもてたのではないだろうか。
　３回目のビデオメッセージでは，栽培活動の際に使用
した植木鉢の正体を突き止めるという活動へと繋がる。
この活動は素焼きの植木鉢を粉砕し，粒子に着目するこ
とで粘土との相違点を発見するために行う。子どもに
とって，どうすれば植木鉢の正体を突き止めることがで
きるのかわからない課題に取り組むことができたのは，
それまでの他の活動の中で経験したことを今回の活動の
中でも同じように試すことができたからだと考える。様々
な「土」や「博士の泥団子」を細かくする活動の積み重
ねによって，ものを細かくすると何かわかるというもの
の見方が子どもの中にできたからこそ，この「博士」か
らの依頼に対しても植木鉢を細かくするという選択がで
きたと考える。
④　土マップ
　よく行われる生活科の活動では，感想カードなどに記
録することで，自身の体験の振り返りがされる。こうし
た振り返りは自身の体験したことは，振り返ることがで
きるが，その体験を全体で共有することが難しい。本単
元では「土」のサンプルを地図に貼っていったことで，
活動後に時間が空いても，自分自身で見つけたものでな
くても，どこで，どんな「土」が取れたのかを確かめる
ことができるようにした。「博士の泥団子」を粉砕した
際には，その粒子を土マップの中にあるこれまで見つけ
た「土」と比較し，そのどれとも異なること，似ている
「土」はあることを発見することができた。更に地図の
中で，まだ行っていない場所を確認したり，行ったこと
のある場所を思い出したりすることで，次の目的地を決
めることができていた。以上のことから全体で活動内容
を振り返り，共有するという点において，土マップは有
効に機能していたといえるだろう。
　また地図にサンプルがあることで，いつでも本物を見
ることができるため，場所によって「土」が異なるとい
うことが視覚化された。活動が進むごとに子どもたちの
手によって一層詳細な地図として出来上がっていった。
このような自分たちの手で発見を整理していくことで，
「土」を探しに行く探検を子どもが主体的に設定するこ
とができたと考える。
写真５　土マップで確認する様子
⑤　細かくする活動
　「博士」が作った泥団子がどのような土でできている
のかを調べる目的で「博士の泥団子」を粉砕する活動で
は，ハンマーで破壊した後の泥団子の破片に集まり，そ
の断面を観察する姿が見られた。「やっぱり思った通り
黄金の土だ」というつぶやいた子どもは泥団子の状態だ
とおそらく黄金の土でできているが，確信が持てなかっ
たと述べていた。子どもにとって中身を確認することは
重要な学びの過程だといえる。また破片を見ていた子ど
もたちは，その破片を更に粉砕し粉末を集める活動を始
めた。その中で一部の子どもたちが「水を加えれば，も
う一度泥団子をつくれるのではないか」と発言し，複数
の子どもたちが粉末を集め，泥団子を再生しようと試み
た。「博士の泥団子」の粉末の細かさに気づくことで，
これまで自分たちが作ってきた泥団子の「土」と異なる
ことに目を向けながらも，水を加えるという同じ手段に
よって，泥団子を作ることができるのではないかという
問いを立て，活動することができた。子どもにとって泥
団子作りは始めに細かい粒子を集めるため，今回の活動
でも同様に粉末を集めるところから試していこうと思考
したのではないだろうか。こうした子どもの姿から細か
くするという活動は子どもにとって，始めの状態を作り
出す活動になっていたのではないかと考える。はじめの
状態にできたからこそ，「土は水を加えると泥団子を作
ることができる」という子どもたちが編み出した泥団子
作りにおける原則に則って試すことができたのではない
だろうか。
　植木鉢の粉砕では，素焼きの植木鉢は色が茶色だが，
その固さから子どもたちの多くは「色は茶色で土だけど
固すぎるよ」「ガラスかな」とその正体がわからずにい
たが，その正体の調べ方については，すぐに多くの子ど
もが「壊す」「削る」「細かくする」等の案を出した。こ
れまでの経験から細かくしていくことによって，物の性
生活科における「土」を教材とした単元開発
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質や正体が見えてくるという体験をしているからこそ，
一見して「土」と関係があるかわからないものであって
も，それまでと同様の手段で解決を試みようとしていた
と考えられる。更に植木鉢を削り，その粉末を確認する
とその粒子が，色は異なるが「博士の泥団子」の「土」
と酷似していることを発見した。始めの状態まで細かく
することで，粒子や色に焦点を当てて見ることができる
ようになったため，「土」のようだと考えた子どもたち
は水を加えれば泥団子を作ることができるのではないか
という問いを立てた。こうした子どもの姿から「土は水
を加えれば泥団子になる」という子どもたちが編み出し
た「土」の性質に繋がる見方で植木鉢の粉末の正体を考
えることができたといえるだろう。
　またこの活動の後で，粘土は焼くと固くなるというこ
とを子どもたちに教えると「だからあんな固かったのか。」
と植木鉢の固さに納得する様子が見られた。焼くという
これまで自分たちが行っていない工程を行っているから，
通常の「土」ではありえない固さになることを理解して
いた。これまでの学びの積み重ねに「粘土を焼くと固く
なる」という新たな知識が加わったことで，「自分たち
も粘土を焼いてみたい」という新たな活動への願いへと
繋がった。
写真６　泥団子の破片を粉末にする様子
⑥　土器作り
　粘土を使って土器を作り，焼いていく様子を見せると，
徐々に水分が抜けて色が変化していく様子に気付いてい
た。また粘土をこねていた時の触り心地と焼き上がった
後の触り心地が異なっている点についても発見していた。
更に焼く前とは明らかに固さが異なるという点について
も改めて確認しており，これまでの体験を通して学んだ
視点で，土器を見ることができたといえるだろう。
　またこの後，焼き上がった土器を削って粉末にすると
もう一度泥団子を作ることができるのかという問いを持
つ子どもが現れ，実際に試す姿が見られた。こうした姿
は「土」を軸として，様々な活動が子どもの関心によっ
て結びつきながら学びを形成していくことで，「土」と
いうものの見方や考え方が育まれたからだと考える。子
どもの関心に依拠した活動を単元の中に組み込んだこと
が，こうした子どもの姿へと繋がったと考える。
写真７　作った焼き物を粉末にする様子
７．結論
　本研究によって，「土」を軸として子どもの関心から
活動を設定していく単元の中で形成される子どもの学び
として以下の点が明らかとなった。
① これまでの体験を根底に，「土」を軸として，子ども
の関心から活動を選択したことにより，次の活動へと
繋がる新たな問いを子どもが主体的に持つことができ
た。
② 「土」等を細かくする活動によって，「土」に関する様々
な活動を共通したものの見方で捉えることができるよ
うになった。
　一方で子どもの関心から「土」の学びを作り出す上で，
栄養分などの目に見えない要素についてどのように学び
をつなげることできるのかは，本研究において明らかに
することはできなかったため，今後の課題としたい。
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